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北海道演 習林

A.北 方広葉樹天然林地帯における

森林施業に関する研究

柿 原 道 喜

北海道東部地 方に広 く分布す る広葉樹天然林地帯におけ る森林施業 上の基礎 資料 を得 るこ とを鼠

的 として,前 年度 にひ き続 き次の事項 を実施 した。

1広 葉 樹 天 然 林 の 解 析

1.疎 悪広葉樹天然林 と称 されてい る林分 を対象 とし,そ の林分構成,主 要樹種の形質 を明 らか

にす ることによ り,施 業上の問題点 について若干 の考察 をこころみた。 その詳細は,別 に報告

の予定であ るので省略す る。

2.老 令広葉樹天然林 に設定 されてい る固定標準地 の飼料 を用い,林 分構成,進 界生長 量,枯 損

量,純 生長量 な どについて詳細な分析 を こころみた。本研究 は,次 年度以降 もひき続 き行 う予

定であ る。

3.本 演習林 にお ける広 葉樹天然林 を評衝す る一つの こころみ として,帯 広営林局十勝西部地域

施業計画区内 に設定 されてい る広葉樹天 然林固定 プロッ トの成果表(表 一1)と 比 較 してみた。

全 プロッ トの平均 生長率 は0.67%で あ るので,本 演習林の広葉樹天然林の生長率L58%

に く らべ著 しく低い。 林型別 にみる と,S4は2次 林に相 当す ると思 われ るが,国 有林では

o.04%で あ るの に対 し,本 演習林の ミズナ ラ2次 林の場合はL7～5ほ%で あ り,ま た,老

令広葉樹天然林 に相 当す るとみ られ るg4に ついてみ ると0.56%で あ って,本 演習林では1

%近 い生長率 を もってい るのに くらべ ると少 し低 くな ってい る。 この比 較には,構 成樹種,林

令の ことな どが考慮 されていないので,こ れのみでは結 論 を出す ことは危険で あるが,本 演習

林 の広葉樹天然林 は,十 勝地 方では生長の よい部類 に属 す るもの とみてよいで あろ う。



表一1十 勝西部地域施業計画区内広葉樹天然林固定プロット成果表

注S:(小 径 木林)6～20em1.(散)林 地 面積 に対 して樹冠投影面積

小径木の材積 割合 が60%以 上 が0～10%

m:(中 径 木林)22～32em2.(疎)10～40%

中径 木の材積 割合が60%以 上3.(中)40～70%

9:(大 径 木材)34em以 上4.(密)70%以 上

大径木の材積 割合 が60%以 上

c:(混 径 木林)

上 記以外の もの



力 ラ マ ツ 林 の 施 業

1.昭 頼46年,14年 生造 林地 に設定 した収積試験林の調査 を行 った。 その結果 に もとづき,

立 木密度の違 いがカラマッの直径生長量 におよぼす影響 について考察 を加 え

イ 立木密 度が低いほ ど直径生長量は大 きい。

ロ 胸高直径 の増加 に比例 して直径生長 量は増加す る。

ハ 今回の結 果では
,直 径階に もとつ く直径生長量の増加の割合は,立 木密度の違いによって

異 な らない。

二 しか し,立 木密度 が違えば,直 径階の増加 にもとつ く直径生長量の増加 の割合が異な る可

能性は あるもの と推察 され るこ とを明 らかにし,そ の結果 を第23回 日本 林学会北海道支部

大会で発表 した。

なお,本 収穫試験 林お よび他の収積 試験林の調査結果 を示す と表一2～5の とお りであ る。

2.交 互区画皆伐作業法の更新樹種 としては,現 在,カ ラマ ッが主体 とな っている。

そ こで,カ ラマツ林施業の立場か らみた交互区画皆伐作業法について検討 を加 え,更 新樹種

として カラマ ツが採用 されて も本作業法の目的を達成 で きることを明 らかに した。本研 究の詳

細 は別 に発表 の予定で ある。

皿 そ の 他

1.三5林 班5伐 区,7伐 区 の トドマツ不成積造林地 を対象 とし,甫5mの 調査ベ ル トを山腹下

部か ら上部にわたって設定 し,そ の林況調 査 を行 った。 その結果は,表 一6,7の とお りで あ

る。

本資料は,ト ドマツ造桃 広葉樹天然 更新 両者 についての今後の施業上の問題点 を解明す る

さいに活用す る予定で ある。

2.昭 和48,49年 の 両年度 にわた り,1林 班見本林 の林況調査 を学生実習を兼ねて行 った。

その結果は表 一8の とお りである。
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表 一81林 班見本林の林況


